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『
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』

の
編
纂
に
つ
い
て

親
鷺
聖
人
七
百
五
十
回
大
遠
忌
宗
門
長
期
振
興
計
画
「
教
学
・
伝
道
の
振

血
こ
の
う
ち
、
重
点
項
目
⑤
「
時
代
に
即
応
す
る
教
学
の
張
興
」
に
お
い
て
、

今
日
ま
で
の
浄
・
土
真
宗
聖
典
の
編
纂
事
業
の
集
大
成
と
し
て
、
浄
土
真
宗
の

み
教
え
の
根
本
と
な
る
聖
教
を
網
羅
し
、
か
つ
最
新
の
研
究
成
果
を
踏
ま

せ

い

て

ん

さ

ん

ぎ

ょ

う

し

も

そ

え
た
『
海
土
真
宗
聖
典
全
書
」
全
六
巻
（
「
三
経
七
祖
篇
」
「
宗
祖
篇
上
」
「
宗

祖
篇
下
」
「
相
伝
篇
上
」
「
相
伝
篇
下
」
「
補
遺
篇
」
）
の
刊
行
に
向
け
た
編
纂
を

行
っ
て
い
ま
す
。

典
全
書
』
と
略
称

の
編
纂
を
推
進
し
て
い
ま

は
じ
め
に

す。
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こ
れ
ま
で
聖
典
編
纂
部
門
に
お
い
て
刊
行
し

。

（
平
成
二
十
三
）
年
に
親
驚
聖
人

て
き
ま
し
た
「
浄
土
真
宗
聖
典
』

（
原
典
版

七
百
五
十
回
大
遠
忌
を
お
迎
え
す
る
に
あ
た

三i典註
部品と釈
経1し版

やって 1・
親浄抗

鷲土室
聖真毘
人宗巴
ののは
著聖、

連教本
．の間

後日ご中 等
文fかの

亨L~ じ統
な f宇f一一
ど土E聖

り
、
教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
〈
本
願
寺
教
学

伝
道
研
究
所
｜
｜
聖
典
編
纂
部
門
｜
｜
〉
で
は
、

宗
門
長
期
振
興
計
画
「
教
学

・
伝
道
の
振
興
」

の
特
に
重
要
な
聖
教
だ
け
を
選
ん
で
刊
行
さ
れ

度の
よー
り 環
『と
浄し
土て
真、

万て ーー

聖t0 
典IQ
戸、ナ1
1ニ ムム

早（

ι 平
（成
以十
下七

聖年

．註た
釈も
をの
施2で
し』す
た。

一巻
詳末
訳註
版や

聖明l
血百；

訳
註
な
ど
の

『
現
代
語
版
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親鷲聖人750回大遠忌

宗門長期振興計画

｛基本的な考え方（コンセプト）］

0『新たな始まり』

～明日の宗門の基盤作り～

と宗用聖
しのい典
て法る』
広義たは
くのめ
活領1に仏
用舵Jう編教
さ乞’纂 婦
れ J工さ人
て己れ会
い平たな
まぽもど
すどの各
。をで種
ま担2、研
たう浄修

も土会
この真に

れ
ら
を
編
纂
す
る
た
め
の
基
盤
と
し
て
編
ま
れ

の実色た
編に彩『
纂翻2が原
水刻zi農典
準しく版
にた、聖

は史底典
学資本』
界料とは
か 性 な
らのる原
高高聖典
いい教資
評もの料
価の表と
をで記し
受、をて
けそ忠の

て
い
ま
す
。

標｝

0親鷺聖人750回大遠忌法要の修行

0現代社会に応える教学伝道態勢の

構築とみ教えに生きる「人Jの育成

①法要の修行

②記念行事等の推進

①協賛行事

④伝道態勢の整備

｛重点項目］

［目

編
纂こ
方れ
針に
にー対
則ヲし
り」て

親聖
鷲典
聖全
人書
の』
聞は
か
れ新
たし
浄い

土
真
宗
の
教
え
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
る
た

め
、
親
鷲
聖
人
が
撰
述
・
編
纂
・
書
写
さ
れ
た

聖
教
を
は
じ
め
、
経
典
や
論
釈
、
歴
代
の
聖
教
、

本
願
寺
の
史
資
料
な
ど
浄
土
真
宗
の
教
え
に
関

わ
る
す
べ
て
の
聖
教
を
収
め
、
読
み
や
す
く
、

領
解
・
伝
道
に
活
用
で
き
る
聖
典
を
目
指
し
た

も
の
で
す
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
『
聖
典
全
書
」
に
つ
い
て
、

、、．E

，F
｛
 

‘．E
’
 

｜⑤時代に即応する教学の振興｜

①新たな門徒の誕生（教線の拡充）

⑦国際伝道の推進

③寺院の活性化対策

①過疎・過密対策

⑪地域社会との受流

⑪現代社会への貢献

⑫人材育成の新規対策

⑬既存の人材育成施策の強化

⑪宗務機能の点検と拡充

⑬境内地等の整備

以
下
、
編
纂
の
歩
み
と
そ
の
特
徴
、
並
び
に
編

纂
の
行
程
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
す
。
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聖
典
編
纂
の
歩
み

の
一本
つ願
と寺
し で
ては
、親

江鷲
戸聖
時人
代大
か遠
ら 忌
御ごの
影t記
み与ど d全、
三五うパ斗、

や事
阿業

弥
陀
堂
な
ど
の
諸
堂
の
再
建
・
修
復
と
と
も

に
、
浄
土
真
宗
に
お
け
る
教
義
の
領
解
や
伝
道

マ
に
資
す
る
た
め
の
聖
典
、
ま
た
は
聖
教
の
語
句
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新たな始まり

に
関
す
る
辞
書
な
ど
の
書
籍
を
刊
行
し
て
き
ま

し
た
。一

七
六

こ
ん
し
ゅ

宝
暦
十
二
年
に
勤
修
さ
れ
た

親
鷲
聖
人
五
百
回
大
遠
忌
に
は
、
親
鷲
聖
人
か

主主
歪如

妻天
六ま
帳3で
三の
十和
一一 雪五ドロロ
帖？の
［聖

τ教
主を

さま
明た

和
二
）
年
刊
］
を
編
纂
し
、
真
宗
典
籍
の
真
偽

を
簡
別
し
て
そ
の
依
り
処
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
次
い
で
一
八
六

（
文
久
元
）
年
の
六
百

回
大
遠
忌
に
は
、
『
真
宗
法
要
』
の
字
句
や
引

文
、
故
事
を
註
釈
し
た
『
校
補
真
宗
法
要
典
拠
』

三
十
一
巻
［
一
八
五
六
（
安
政
三
）
年
刊
］
を

刊
行
し
、
聖
教
を
理
解
寸
る
一
助
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
一
九
一
一

（
明
治
四

十
四
）
年
の
六
百
五
十
回
大
遠
忌
に
は
、

仏
教
や
真
宗
の
語
棄
全
般
に
わ
た
っ
て

解
説
を
施
し
た
『
仏
教
大
辞
棄
」
七
巻

［
一
九
一
四
（
大
正
一
一
一
）
年
刊
］
を
刊
行

し
て
宗
門
内
外
か
ら
高
い
評
価
を
得
ま

し
た
。
そ
し
て
一
九
六

（
昭
和
三
十

六
）
年
の
七
百
四
大
遠
忌
に
は
、
新
し

『浄土真宗聖典全書jの刊行イメ ージ

行？さと

信i話完~；桔に
五七府
巻祖主
［ 聖ん
一一 湾内r ---, 

九〈！聖
六上典
四中意
2 下訳
ロ白 〉 Lー

和 ・島
三教；浄

十
九
）
年
刊
］
を
編
纂
し
、
今
日
の

礎午現
をえ代
築五

口口

き版

ま聖
し血
Tこ；：：，：：

れ
ら
は
浄
土

へ
と
発
展
す
る

真
宗
の
教
義
の
根
幹
を
世
に
伝
え
る
も

の
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
き
ま

し
た
。3 

「
浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
の
特
徴

『
聖
典
全
書
』

は
、
次
の
四
部
構
成
と
し
、

六
巻
立
て
に
な
り
ま
す
。

一
、
三
経
七
祖
篇
（
一
巻
）

一一
、｛示

祖

篇
（
上
下
二
巻
）

キ目

伝

篇
（
上
下
二
巻
）

四
、
補

遺

篇
（
一
巻
）

ま
た
そ
の
内
容
は
、
次
の
通
り
で
す
。

一
、
「
阿
弥
陀
仏
の
み
教
え
が
説
か
れ
た
根

本
聖
典
の
浄
土
三
部
経
と
そ
の
異
訳
の
経

典
、
浄
土
真
宗
の
教
義
体
系
を
支
え
る
七

高
僧
の
論
釈
」
（
三
経
七
祖
篇
）

一一
、
「
浄
土
真
宗
の
み
教
え
を
開
示
さ
れ
た

親
鷲
聖
人
の
撰
述
聖
教
や
言
行
録
、
並
ぴ

ぴに
聖編
入纂
が
尊Z加
崇1点
さ ・
れ書
た写
聖さ
教れ
」た

室も
~Jiη 
篇
）及

覚マ
女日i；詞

夜警
手1天
苦の
扇み
上学
入 え

なを
ど継
の承
著さ
述れ
やた

7 
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け
い
ち
ょ
う

一
口
行
録
、
並
び
に
敬
重
さ
れ
た
聖
教
」

相
伝
篇
）

四
、
「
法
然
聖
人
の
言
行
録
、
初
期
本
願
寺

の
史
資
料
や
歴
史
性
の
高
い
聖
教
」
（
補

ー
恵
比
扇
）

以
上
、
計
一
六
O
を
超
え
る
聖
教
と
史
資
料

を
収
録
し
ま
す
。

機

有聖
一」ふ血
女／，＇.：：；；♀
居ご主
な Z

Lは子F?'

主事苦 rム噌

研けホ
鐘古門ん ，空会

のム
ふ日 屯足二
ぷ苦言 わ

て会
種
教
τ土え
円

「
原
典

の
読
解
・
学
習
」

に
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
聖

典
で
す
。
漢
語
の
聖
教
は
漢
文
体
で
示
し
て
、

は
く
ぶ
ん

原
本
に
送
り
仮
名
や
返
点
が
な
い
白
文
の
場
合

は
適
宜
そ
れ
を
補
っ
て
読
解
の
便
を
は
か
つ
て

い
ま
す
。
ま
た
和
語
の
聖
教
は
歴
史
的
仮
名
遣

い
を
用
い
な
が
ら
も
、
原
本
が
片
仮
名
文
の
も

の
は
平
仮
名
で
示
し
、
濁
音
符
を
付
し
て
読
み

や
す
く
し
て
い
ま
す
。
読
解
に
配
慮
し
た
表
記

と
し
な
が
ら
も
、
漢
文
体
や
歴
史
的
仮
名
遣
い

な
ど
、
あ
る
程
度
原
典
の
文
体
に
基
づ
い
て
翻

刻
し
て
い
ま
す
の
で
、
原
典
の
確
認
も
で
き
る

「
史
資
料
性
」
も
保
持
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
他
の
特
徴
と
し
て
は
、
『
真
宗
法
要
」

を
は
じ
め
と
し
て
本
願
寺
が
刊
行
し
て
き
た
聖

教
の
伝
統
を
重
ん
じ
な
が
ら
、

最
新
の
書
誌
学

の
成
果
を
盛
り
込
み
、

学
界
な
ど
で
高
い
資
料

し
ん
せ
き

的
評
価
を
、
つ
け
て
い
る
親
驚
聖
人
の
真
蹟
を
は

ぜ
ん
ほ
ん

じ
め
と
す
る
善
本
を
底
本
・
対
校
本
と
し
て
採

用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
聖
教
の
伝
わ
り
方
（
流

で
ん伝

）
や
異
本
の
違
い
を
比
較
で
き
る
よ
う
に
、

そ
ん
ご
う
し
ん
ぞ
う
め
い
も
ん

例
え
ば
『
尊
号
真
像
銘
文
』
で
あ
れ
ば
親
鷲
聖

け

ん

ち

ょ

う

日

ん

し

ょ

う

か

ぽ

ん

し

ん

せ

き

ほ

ん

人
の
建
長
本
と
正
嘉
本
の
二
本
の
真
蹟
本
を

本紗包か同そ
」うる 、 れ

東 ι よ左さぞ、
本 よL う訓iれ
願凡にの～上
寺知工有下
本上キ鉦の

干人じ平二
~：； 自て違段
嵩L筆い い 組
i~ のまなと
寺じ三す：どし
本店本 U がて
） （まひ
を西たと文
三本『目言
段願御ごでの
組寺伝Zわ異

み
と
し
て
、
段
数
と
文
言
の
加
減
が
わ
か
る
よ

；：＼ヲさ う
w; －－：： さに
土と・帖；ら 示
三i和平にし
経？讃i『手
往t二塁：ヲ；
生；里~~

Pi~ 五j 実芝ぅ
信；とい顕
企i、~~智

土i賢宅
意~. －~－ -,>.-

広柄
本本

（
存
覚
本
・
顕
智
本
）
、

『
尊
号
真
像
銘
文
」
、

（
真
蹟

本
・
正
嘉
本
）
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
系
統
の
異

本
が
現
在
に
伝
わ
っ
て
い
る
聖
教
も
、
上
下
段

あ
る
い
は
上
中
下
の
段
組
と
し
て
、
い
っ
そ
う

、」、
ー」’つ

親
驚
聖
人
の
お
意
を
領
解
で
き
る
よ
う
配
慮
し

I ( ) 

て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
聖
教
に
つ
い
て
も
、
本

8 

文
下
欄
に
は
対
校
本
と
の
違
い
を
示
す
校
異
を

載
せ
て
、
底
本
と
の
異
問
、
系
統
の
相
違
な
ど

が
よ
く
理
解
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

、
4
〆
編
纂
の
行
程
に
つ
い
て

次
に
編
纂
行
程
で
す
が
、
大
き
く
み
ま
す
と

次
の
通
り
で
す
。

一
、
基
礎
作
業

二
、
仮
底
本
原
稿
作
成

一
二
、
底
本
・
校
異
原
稿
確
定

四
、
出
稿
原
稿
作
成

五
、
出
稿
・
校
正

ま
ず
は
、
『
聖
典
全
書
』

へ
収
録
す
る
聖
教

の
本
文
デ
l
タ
か
ら
作
成
し
ま
す
。
聖
教
に
は
、

漢
文
の
も
の
（
三
経
七
祖
・
宗
祖
の
漢
語
聖
教
な

ど
）
や
和
文
（
片
仮
名
、
平
仮
名
）

の
も
の

（
宗
祖
や
覚
如
・
存
覚
・
蓮
知
各
上
人
な
ど
の
和

語
聖
教
）
が
あ
り
多
様
で
、
時
代
の
隔
た
り
も

あ
り
ま
す
。
漢
語
聖
教
な
ら
ば
、
白
文
が
主
流

れ（｝



新たな始まり

の
三
経
七
祖
に
対
し
て
、
宗
祖
の
聖
教
に
は
、

る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

で
す
か
ら
訓
点
な

返
点
や
振
り
仮
名
な
ど
の
訓
点
が
付
さ
れ
て
い

酬
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z
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Et
酢
伝
即
ト
い
昨
酢
帥
’
P
転
酢
町
舵
骨
十
八
販

品
別
酌
・
開
FE
－
F
h
r川
町
民
十
hv品
位
・
民
相
骨
骨
回
開
札
官

射
叫

E
e
下
吾
十
世
梨
校
野
か
軒
町
不
必
詐
平
和
－

t
t
．E

即
L
r
一骨
h
r
訟日
mh丹
駅
骨
肱
酷
・
販
品
配
徐
世
出
↑
品
川
直

掻
生
増
よ
量
一
文

－
ま
跡
去
動
上
且
廊
酢
－
と
い
ふ
は
一
世
公
－は
十
引
が
艶
伝

町
を
昨
距
に
お
さ
診
と
り
せ
た
ま
ふ
と
ま
ふ
す
こ
：
。

血
－
－M
削

b
z
z酔
包
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の
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置
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と
き
た
ま
へ
る
帽
且
の
聞
の
り
な
り
と
し

る
べ
し
と
な
り
一
五

ha珪
闘
一
と
ま
ふ
ず
は
怯
蔵
苦
筒

震
当
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ゆ
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は
本
文
と
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を
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互
目
、
L
L
昨
配
恥
1
－
肱
者
－と
い
ふ
は
－

E
b～
二
弘
中
い
由
州

車
生
を
霊
園
に
お
さ
め
と
り
た
ま
ふ
と
ま
ふ
す
こ
、
ろ

な
り
－－
舵
岳
配
車
即
位
四
十
八
眠
中
酌
一
と
い
ふ
は
一
釦
動

の
本
圃
を
と
き
た
ま
へ
る
み
こ
と
な
り
と
し
る
べ
し
と
却

な
り
，
Z
盲
韓
民
慎
一と
ま
ふ
す
は
珪
直
書
直
ち
か
む
た

5
5
L瓜官
同

"' 幽

統
一
す
る
作
業
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

タ
が各
揃Z聖
つ教
たの
ら本
、文

次デ
は l

「
仮
底
本
原
稿
」
を
作

成
し
ま
す
。
仮
底
本
原

稿
は
、
底
本
と
な
る
原

本
資
料
の
本
文
を
忠
実

に
デ
！
タ
化
し
再
現
す

る
原
稿
の
こ
と
で
す
。

例
え
ば
『
尊
号
真
像
銘

文
』
（
以
下
『
銘
文
」
と

f尊号真像銘文』の上下段対照翻刻イメージ

略
称
）
は
、
親
鷲
聖
人

が
、
本
尊
と
し
て
安
置

さ
れ
た
尊
号
や
祖
師
の

画
像
（
真
像
）

段

書
か
れ
た
讃iの
文i上
を下

集
め
、
そ
の
お
こ
こ
ろ

を
解
説
さ
れ
た
聖
教
で

す
。
翻
刻
の
形
式
は

段
組
と
し
、
上
段
の
底

本
に
は

「
高
田
派
専
修
寺
蔵
正
嘉
二
年
本
」

（
以
下
「
正
嘉
本
」
と
略
称
）
を
用
い
、
下
段
の

底
本
に
は
「
福
井
県
法
雲
寺
旧
蔵
建
長
七
年
本
」

（
以
下
「
建
長
本
」
と
略
称
）
を
用
い
ま
す
。
正

嘉
本
と
建
長
本
は
ど
ち
ら
も
親
鷲
聖
人
の
真
蹟

本
で
す
。
仮
底
本
原
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
右
仮
名
・
左
訓
が
施
さ
れ
た
本
文
の
体

裁
や
そ
の
他
の
情
報
を
、
写
真
原
本
に
よ
っ
て

一
字
一
句
照
合
し
な
が
ら
忠
実
に
デ

1
タ
化

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
底
本
を
再
現
し
て
い
き
ま
す
。

虫~！
f員そ 7
ゃんか
宜ら

号室
．」の
よ

文り 号

判巨
曳誤
より

五ず
い弓
箇 4

雲町

確
認
で
き
た
場
合
で
も
、
記
号
に
置
き
換
え
て

原
本
通
り
に
デ
l
タ
化
し
ま
す
。

仮
底
本
原
稿
が
仕
上
が
る
と
、
次
は

『
聖
典

全
書
」
と
し
て
本
文
が
読
め
る
よ
う
に
、
底
本

校の
本明
とら
のもか
校？な
ム三至宝
巨うヰ直
よ空
つ p.ft:

てめ
主主

訂い
正箇

底聖
杢 ε
屯止 丈，

芭苅

し
て
ゆ
く
作
業
に
入
り
ま
す
。
こ
れ
は
テ
キ
ス

ト
と
し
て
の
利
便
性
を
高
め
る
た
め
で
す
。

「
銘
文
」

で
は
、
対
校
本
を
使
っ
て
校
合
す

る
の
は
下
段
の
建
長
本
だ
け
で
す
。
そ
れ
は
上

段
の
正
嘉
本
は
近
世
に
な
っ

τ高
田
本
山
よ
り

9 
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刊
行
さ
れ
る
ま
で
世
に
出
て
い
な
か
っ
た
こ
と

か
ら
、
対
校
す
る
書
写
本
が
伝
わ
っ
て
い
な
い

こ
と
に
よ
り
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
下
段
の
建

長
本
は
い
く
つ
か
の
書
写
本
が
伝
わ
っ
て
お

り
、
聖
人
の
真
蹟
本
に
対
し
て
そ
れ
ら
の
書
写

本
が
ど
の
よ
う
な
形
態
で
流
伝
し
て
い
っ
た
の

か
、
そ
の
文
言
の
異
同
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る

と
い
う
視
点
よ
り
、
同
系
統
の
書
写
本
と
校
合

し
ま
す
。
こ
う
し
て
「
底
本
・
校
異
原
稿
」
は

仕
上
が
る
の
で
す
。

底
本
・
校
異
原
稿
が
確
定
し
た
ら
、

い
よ
い

よ
印
刷
業
者
に
出
稿
す
る
た
め
の
「
出
稿
原
稿
」

の
作
成
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
「
出
稿

デ
l
タ
」
を
業
者
に
渡
す
た
め
に
、
実
際
の
刊

行
さ
れ
た
状
態
を
想
定
し
た
「
シ
ミ
ユ
レ
l
シ

ヨ
ン
原
稿
」
を
作
成
す
る
作
業
で
す
。
こ
の
原

稿
は
、
「
本
文
原
稿
」
と
「
校
異
原
稿
」
の
二

つ
を
整
備
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
校
異
番
号
を
加

え
て
お
互
い
が
リ
ン
ク
で
き
る
よ
う
に
し
た
も

の
で
す
。
出
稿
デ
l
タ
は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

原
稿
の
ベ

1
ス
と
な
る
も
の
で
す
か
ら
、

者

は
基
本
的
に
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
ま

す
。
出
稿
デ
i
タ
を
処
理
し
て
作
成
す
る
シ
ミ

ユ
レ
l
シ
ヨ
ン
原
稿
は
、
翻
刻
時
と
同
じ
本
文

の
行
数
や
一
行
字
数
、
文
字
の
字
形
と
大
き
さ
、

右
仮
名
や
左
訓
の
位
置
取
り
と
な
る
よ
う
に
、

詳
細
に
わ
た
り
微
調
整
を
繰
り
返
し
て
原
稿
を

固
め
て
ゆ
き
ま
す
。
こ
う
し
て
出
来
上
が
っ
た

原
稿
は
初
校
か
ら
五
校
を
へ
て
校
了
を
迎
え
る

ま
で
校
正
作
業
を
行
い
、
刊
行
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
作
業
を
一
六
O
を
超
え
る
聖
教
の
一
つ
ひ

と
つ
に
行
っ
て
い
く
の
で
す
か
ら
、
い
く
ら
コ

ン
ピ
ュ

l
タ
時
代
と
は
い
え
、
人
海
戦
術
が
大

き
な
役
割
を
占
め
ま
す
。

5 

編
纂
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

六
巻
立
て
の
構
成
と
な
り
ま
す
「
聖
典
全
書
』

の
う
ち
、
現
在
は
第
二
巻
目
の
「
宗
祖
篇
上
」

と
第
三
巻
目
の
「
宗
祖
篇
下
」
の
編
纂
作
業
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
「
宗
祖
篇
上
」

は
印
刷
業
者
に
出
稿
す
る
直
前
の

「四、

出
稿

原
稿
作
成
」
作
業
に
入
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

「
宗
祖
篇
下
」
は
、
「
二
、
仮
底
本
原
稿
作
成
」

の
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
教
学
伝
道
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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